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５ 研究の目的 

 連続性犯罪、窃盗等について、確率距離法や機械学習等を活用した地理的プロファイリ

ングの研究を行うことにより、我が国における地理的プロファイリングの手法の高度化

と標準化を行う。 
 
６ 成果 

(1) 当初予定していた成果 
全国データを用いて、確率距離法の精度検証と我が国の事件特徴に合わせたパラ

メータの設定を行い、得られた結果を全国の分析担当者に情報発信した。また、犯行

地選択に影響する人口統計学的要因や地理的要因の検討、機械学習の地理的プロフ

ァイリングへの導入の検討を行い、新たな拠点推定モデルを構築した。さらに、地理

的プロファイリングの実務において、より高度な分析を行うことを目的として、犯

罪者プロファイリング分析ソフトウェアを開発した。 
 

(2) 当初予定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 
本研究課題で得られた知見は、開発したソフトウェアに実装するのみならず、都

道府県警察の分析担当者が行う犯罪者プロファイリング分析の標準的な手続きの中

に組み込んで法科学研修所において教養した。また、警察庁が主催する全国教養（オ

ンライン説明会）を通じて、本研究課題で得られた研究知見の現場への還元を迅速

に行なうことができた。 
 



(3) 当初想定していたが得られなかった成果 
特になし 
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